Heavens of November, 1934 by unknown
Title天象
Author(s)




































































































































































?????（? ?? ? ???）
　　　　　　　　　　　醐§
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　選；岬
　　　　享1㌔・∫畦1・・で歯ア州
　　　繋∴デ∵i漫ぎ、∴
　　　／bD”9・ハ∵・’n牽髄
　　　　　　　　　　　　　e”t　　　　　　　　　　　　　NT　e’一’N
　　　　　　　　　倉敷天文憂身信（九月）
　上旬のある日の午後，祠炉の1氏が來訪された．夕方の急行の時刻まで，
太陽鷹眞，攣光星窩眞，離層乾板測定等専門的諸項目につv・て，實に御親切
な御意見を伺ふことが出來て，大へん滲漏になった．氏は實際家であって，
どんな問題についても一通りの意見を持ち，常にひそかに私を後援して下さ
るのである．
　稀有の大風のため，天文豪では，板垣が傾き，門がこわされ，宿舎の屋根
瓦がいくらか吹きとばされ，槻測室の屋根が風力で少し開いて雨がわっか入
ったが、機械に支障は全くなく，これ位では損害ともいへない程度ですんだ．
　關西各地の大災害をよそに，23日夜は中秋名月の夕を記念した．講演會は
自然流れ．たが，糊望會はいつもの如く四つた．岡山に居られる窪田君とは三
年半振りに面會をたのしんだ．
　今月は悪天候で牧穫は少なかった．（荒木健兇）
